
〈小学校生活部会〉

研究主題

「自立 への基礎 とな る資質 ・能 力 を育て る学習 の在 り方 」

～ 児童一人 一入 の実態 に応 じた指導 の工夫 ～

研究の概要

児 童 一人一 人 に基礎 ・基本 を確 実 に定 若 させ る と ともに、学び を発 展 させ る学 習指導 を工

夫 ・創 造 してい くことが重 要 な教 育課 題 とな ってい る。

そ こで、本 部会 では、次 の2点 につ い て研 究 を進 めてい くこ とに した。

(1)「 自立へ の幕礎 となる資質 ・能力 」を明 らか に し、そ の資質 ・能 力 をは ぐくむ具体 的 な

活 動や 体験 を生か した指 導計画 を作 成す る。

(2)児 童 の 実態や 指導 の揚 面 に応 じて 効果 的な指 導方法 を柔 軟かつ 多様 に導入 し、適切 な支

援 を計画 的 に行 う。

1研 究 の 目 的

生活 科 で育 てたい資質 ・能 力 を明確 に し、個 に応 じた指 導 を適切 に行 うた めの指導 計画 の

作成 と検 証 を行 う。

1研 究 の 方 法

(1)研 究主題 の検討 と決定

(2)「 自立へ の基礎 とな る資質 ・能 力」を明確 に し、それ を育て る具体 的な活動 や体 験 の在 り

方 と、 「活 動や 体験 につい ての思考 ・表現 」に重点 を置 いた支援 のポイ ン トの検 討

(3)生 活科 にお け る学 習指 導要領 の基 準性 を踏 まえた個 に応 じた 学習 の在 り方 の考 察

(4)検 証授 業及 び検証授 業 につ いて の考察 と研 究 のま とめ

皿 研 究 の 内 容

1研 究 主題 に迫 る考 え方

(1)「 白立 への碁礎 とな る資質 ・能 力 」の明確 化

自立へ の基礎 を養 うこ とは生活 科 の究極 的な 目標 で あ り、 自立 とは、学 習一ヒの 自立、 生

活上 の 自立、精神 的 な 自立 を意味 してい る。ま た、生活 科 は具体 的 な活 動や 体験 を通 して 、

よき生活者 と して求 め られ る資質や 能力 を育て、それ を確 か な ものに してい くことをEl標

と してい る。児童 に 自立 へ の基 礎 を身 に付 け させ るため には、意 義 のあ る具 体的 な活動 や

体 験 を指 導 計画 の中 に位置 付 け る ことが必要 であ る。それ に は 「自立へ の基礎 となる資質 ・

能 力」 を具 体的 に表 し、 それが 学習 活動 を通 しては ぐくまれ る授 業 をつ くってい かな けれ

ばな らない と考 えた。

生 活 へ の 関 心 ・意 欲 ・態度 活動や体験にっいての思考 ・表現 身近な環境や自分についての気付き

O思 い・願 い を活 動 につな げるカ

○進 ん で活動 す る力

○持 続す るカ

0対 象 とかか わ り考 え るカ

○気 付 き を伝 え合 う力

O対 象 に気付 く力

○ 自分へ の気付 き と自己効 力感

○生 活 に生 かす 力
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(2)「 自立 への基礎 とな る資質 ・能 力」 を育 て る具体 的 な活動や 体験 の要件

「1妻1立への基礎 とな る資質 ・能 力」 が どの児 竜に もは ぐ くまれ るた めに どの よ うな具 体

1"1勺な活動や 体1験を させ る とよい か、 その要件 を小学 校学 習指 導要領 解説 生/舌編 や先 行捌 究

等 を参考 に、1活 動 や体験 ⑦専件1と して下記 の① ～⑥ に整 理 した。

騰 難難 難;…響壷踊…
驚 鷹 繍 鱗 署ξ妻灘 る3こ糀 る活動

(3>「 活 動や体験 につ いて の思考 ・表 現」 に重 点 を置 い た指導 と評価

低 学年 の児童 は、 具体的 な活 動 を通 して思考す る。試 行錯 誤 した り、繰 り返 した り しな

が ら体全 体 で学 んで い るのが この時期 の発 達上 の特 徴 で あ る。具 体的 な活動 のrl・で諸感 覚

を使 って感 じ取 った り、道 具 な どを使 って作 った りで きる よ うにな る と、児 童 は一 層 自発

的 ・能動 的 に対象 にかか わ ってい くよ うにな る。活 動 と思考 の一 体化 で ある。 さらに、活

動 して楽 しかっ たこ と、驚 いた こ と、感動 した こ と、不 思議 に思 った こと、 考 えた こ とな

どを、 だれ かに伝 えた り表 現 した りしてみ た くな る。熱 中 し没頭 した こと、 発見や 成功 の

喜 びな どは、表現 へ の意 欲や 次 の活動 へ の原動 力 とな る。活 動 と表 現 の 一・体化 で あ る。

そ こで、授業 中 に見 られ る児童 の貝体的 な姿 を 「活動 や体 験 につい ての思 考 ・表 現」 の

観 点か ら想 定 し、思考 ・表現 を高 の る1支 授 のポ イン ト】(以 ド、 【支 授 のポ イン ト】 と記

す)を 考 えた。

華難、 盤 聞轡'

難 繋嚢総総艦::
鷲 羅難 耀lll;星繍 騨P
(4)生 活 科 にお ける 「学習 指導 要領 の基 準性」、 「補 允 的な 学習」、 「発展 的 な学習 」 にっい て

ア 生活科 にお け る 「学 習指 導要 領の基 準性」 につ いて

す べ ての児童 に指導 す る内容(共 通 性)と 、一 人一人 の児 童 に応 じて指 導す べ き内容

(個別性)を 明碕 に して指 導 に当た る こ ととと らえた。

イ 生 活科 にお け る 「補 充的 な学 習」 と 「発展 的な学 習」 につ いて

・生 活科 では、 内容 に多様 な活 動や体 験が含 まれ てお り、そ れ 自体 に 「補 充 的な学 習」

-52一



や 「発展 的 な学習」 が含 まれ てい る と考 える必 要が ある。

・「補充す る」とは 、評価 規 準 に照 らし努力 を要す る部分 を補 うもの と とらえた.そ こで 、

努 力 を要す る状況 の児 童 に対 して 興味 ・関心 を もつ よ うに支援 した り、方 法 を示唆 し

た り、気付 きを促 した り、直 接手伝 った りす るな どの手 だて を行 った。 また、体験 を

再現 させ る学習や 、個人 内評 価 に よる個 に応 じた学 習 を行 わせ る こ とも有 効で あ る と

考 え、指導 した。

・「発展 させ る」 とは、学びや 気付 きを さ らに 「広 げ る」「深 め る」 「強 める」 ことで 「生

活 化 」 させ るもの と とらえた。児 童 は 自分 自身 に気 付 くこ とで 自己認 識 を深 め、意欲

を高 め た り、新 たな意欲 を喚起 した りす るよ うに な る。 また 、学習 した こ とを生活 の

中で実践 した り、他 の場 面 で活 かす こ とがで きた り した とき、児童 は新 た な課題 を 自

分 で見 っけ 出 し、主体的 に活動 を進 め、「生活化 」につ な げてい く力 を得 る。児 童 の学

びや 気付 きを 「広 げる」 「深 め る」「強 め る」 こ とで 「生 活化 」 させ るため に、振 り返

る活 動 が効果 的な手 だてで あ る と考 え、振 り返 りの活動 を重視 した指導 を行 った。

(5)生 活科 学習 指導案 作成 の考 え方

ア 指導 計 画作成 の考 え方
器嶺蕪灘'i

《学習指導 要領》

8の 内容

具体 的な10の 視 点

単元 の 目標
藷
甲

「自立へ の基礎 とな る資質 ・能力 」を育 て る

1活 動や体 験 の尊 僻 】

地域の実態

単元の評価規準 鉱
育てたい児童像 児童の実態

評価の視点

<手順2>

指導 計画

活動 計画 ・評価 計画 ・支援計 画

({支 擢 のポ イン トD

活動の質を

高める視点

児 童一人 一人 の実態 に応 じて指導 して い くた めに は、評価 規準 に よる適 切 な評価 と

それ に応 じた指導 ・支 援 が必 要 である。 評価 規準 に基 づい た評価 の視 点に照 ら して児

童 の学 習状況 を見 た ときに、「満足 で きる状 況」にあ る児 童 と 「努力 を要す る状況 」に

あ る児 童へ の指導者 の支援 を指導 計画 に位置 付 け る。 そ の ときに 「活動 や体験 につ い

ての思 考 ・表現」 をは ぐくむ た めの1支 援 のポイ ン ト】(52ペ ー ジ参 照)を 基 に支 援

計 画 を立て 、児童一人 一人 の実態 に応 じた よ り適 切な支援 を行 った。

イ 指 導計 画 の実際

単 元名 第2学 年 「み んなでつ くろ う フェ ステ ィバル 」(18時 間)

《学 習指導 要領 》

内容(6)身 の回 りの 自然 を利 用 した り,身 近に ある物 を使 った りな ど して遊び を工夫 し,

み ん なで遊 び を楽 しむ こ とが で きる よ うにす る。

具体的 な視 点 イ 身 近 な人 々 との接 し方 ク 遊 び の]二夫
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【単 元 の 目標 】

O身 近 な材 料 を 利 用 して、 フェ ス テ ィ バル に使 うもの を 工夫 して 作 った り、遊 び や ル ー ル を 工夫 した り

して 、み ん な で 遊 び を楽 しむ こ とが で き る。

G自 分 た ちの フ ェス テ ィバ ル の 計 画や 準 備 、実施 を通 して 、進 ん で身 近 な人 々 とかか わ り、 自分や 身 近

な人 の よ さや 人 とか かわ る こ との 楽 し さに気 付 く。

【単元 の評価 規準】

生 活へ の 関心 ・

意慾 ・態 度

O身 近なまつ りに

ついて関心をも

ち、自分たちのフ

ェステ ィバルを

通 していろいろ

な人と楽 しく遊

ぼ うとしている、

活動や{本験 につい

ての思考 ・表現

O身 の回 りの自然や身

近にあるものを使 う

などして、遊びやル

ールを工夫する
。

O活 動を通して工夫し

たことや気付いたこ

とを表現し、伝え合

う,,

身近な環境や 自分

についての気付 き

O自 分たちのフェステ

ィバルを楽しむこと

を通して、身の回りの

自然や身近にあるも

のを使って遊べるこ

とや身近な人々とか

かわることの楽しさ

に気付く.

懸i

指導 計画 例(全18時 問扱 いの 一部)

【育 てた い児童像】

Oや りたいことを決め、最後までやり通す子

O遊 びを作り出すことを楽しみ、考えたり工夫

したりする子

O身 近な人々と進んでかかわり、自分・や友達の

よさに気付く子
椰購輔

体単元で想定する具体的な活動や体験)

◇白分の経験や友達のまつりについての発表か

らフェスティバルへのイメージを広げる活動

◇身近な材料を使って必要な物を作る活動

◇遊びやルールを工夫してみんなで楽しむ活動

◇友達と協力してフニスティバルをつくる活動

◇幼稚園児 ・保育園児、貫学年との交流体験

主な学習活動 活 動 のま とま りご

との評価 規準

思考俵 現におけ

る評価の視点

指導者の支援1支 授のポイン ト】

◇おおむね満足できる状況 ◆努力を要する状況

み
ん

な

で
つ

く

ろ

う
フ
ェ

ス

テ

ィ
バ

ル
(

5

～

9
)

や 方 法 を 考

える。(D

占

関心 ・意慾 ・態度

・フェスティバルの準備を協力しなO
必 要 な も の

iが ら進め、楽しく遡 まうとしてい乱
1

思 考 ・表現

・身近な材料を利用して、工夫して

作ったり遊んだりすることができ

る.

・みんなが楽しめるように、やり方

やルールを工夫することができる、

気付 き

・身近な材料を利用して一[夫して作

ったり、遊び方やルールを工夫して

遊んだりすると、楽しいことに気付

・身 近 な材 料 を

利 用 して 、み

ん な で 楽 し

く 遊 べ る よ

うに 、や り方

や ル ー ル を

工 央 し て 作

って い る。

◇ 白分 の や り た い こ と に 何 が 必 要 か 見 通 しを も っ

て 考 え られ た こ とを認 め 、 そ の 考 え を同 じグ ル ー

プ の 友 逢 に も広 げ られ る よ うに 促 す 。1血 】

◆ 具 体 的 に ど の よ うな や り方 を した い と考 え て い

る の か 聞 き取 り、一 緒 に 考 える よ うに す る。1ウ 】

◇ 発 見 や 成 功 を価 値 付 け 、他 の 場 面 で の 活 動 に 生 か

す 状 況 をつ く る.【 工1

◇ 工 夫 して い る点 を誉 め 、 よ さを 価 値 付 け る。 【ケ1

◇ 思 い を聞 き取 り、 材 料 の使 い 方 を 助 言 した り、 一

緒 に 活 動 した りす る。 【エ 】

◆ 友 達 に 手 伝 っ て も ら うよ うに す す め る。 【カ1

鍵il叢i鱒}i耀灘

,3ロw、,、,帆 凹,匹 岬 申;川

←P噂P」畳←畳」畳冒 冒畳冒畳冒冒、'申 申」P」申」」P」P冒 コ甲 申;

1
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ウ 本時案作成の考え方

① 評価 の視 点か ら 「予想 され る児

童 の姿 」 を想定 す る

評 価 の 視 点(特 に 活 動 中 の 思

考 ・表 現 の視 点 に 重 点 を置 いた)

に基 づ いた 「予想 され る児 童 の姿」

を想 定す る。そ して、「満足 で きる

状 況口」 「努 力 を要す る状況 ■」に

つい て児童 の具 体 的 な姿 を想 定す

る。

② ね らいを明 確 に させ 、振 り返 りの時間 を設

定す る

学習 の始 めに は、児 童 が そ の時 間のね らい

を しっか りとと らえ られ る よ うにす る。また 、

終 わ りには 、学習 を振 り返 る時間 を設 定す る。

自分 の気付 きを確認 した り友 達 と互 い に気付

き を伝 え合 った りす るこ とで 、気付 きが価値

付 け られ 、次 の活 動 に生 か され るき っか け と

な る。

(1)ね らい

(2)評 価 の祝 点

フェステ ィバル をす るために,み んな で楽 しめる ような遊て認 作 ・た り遊ん だ りす る.

友遡 と典に括動す ることで,白 分や友塵のよ さに気付 .

思 脅 ・畿凋 ・身近な材料 を利川 して,み んなで}く 遊"tよ うに,や り方やルール を'1'1/tして作 っている、,

瓢 付誉 ・自分 や友達のがんば りや「r.夫にL付 いてい 凹。

(帥 本時の展開

児童の活動 口噛足できる状況 隔野力蜜する状況

・球んなで楽 しく'べ るお店 を作 ろう

'=
■
◎埆分や茂だ ちの虻ん ば りや 工夫 を見っ けよ う・・.

1・本時のね鮭鴇 ・漁嵩属を確認詫蚤 帖分)

畠 ・

邑 畠・■ 冨 一一 一 一一一一`Vt一 隅-r,● ・■A

騰 欝 澱9盆 ≧恥一一t・h-一
畔 幽 りに二映 して/乍って いる、,

[コ

2.身 近t材 料鞭 そ肝ゲェスティバルでみんなが桑

イデ ・ア杣 してす一"'N)てt穐

○●

.

鎚 と協ノル て作肪 やルー・レを玖 してい病

ゴ作 りたい物はあ るが,ど う作 った らよいかわか 亀な
コ ロ

=い 。 ・

雫何を縦 らよ醐 渦 …1
の コ
リ む

■ね分 の怨 いだ けで活 動をすすめて しま う.'
の や

'磐 購 まく使うことがで墜 二炉ゲ い

の ウ

■興味が他萌1晩驚 話 潜 轟…"

(ク)(ケーξ謡 動搬 臓 劉 月品 寛 呵'"置'■ 隔曜

ξ命'1鱗 購 葺

』、,購,_.

・ 辱 ●

. ゆ

・自分達 がみんなで遊び を楽 しめるよ うに工夫 してい
●

....… ・・"

教師の支

・本時 の活動に'

〈〉満足できる状況 ◆努力を要する状況 支援の ポイン ト()

、て凪通 しが もてるよ うに,内 容や 時聞の予建 について伝 える。

・安全 面で気を,け るこ とを伝 える。

・活動 の中で 分や友遠 のが んば りや工夫をよ く見て お くように伝 える.、
・各 グル ー一が活動す る場所 の問隔 を とり

,r・ どもが活 鋤 しやすい よ うにする。

・i誼具や 桐 ・1・〔1)コー一ナ ー を鍛 佛 して お く
.(オ)

。,.,.捌 磁1備:1、ur;::1!簾;隷 ン,鵜_
◇吻 鳳 を姻 ・も歓 たり誠 ・伽 さ臆 ㈲"・..

◇ 窟と共に作るよさを認識させ,価 値付ける。(カ)㌔ ◆
　

諺識 碧 撒 の偲 いを1】llき助 服 魏 をいくつ帆 より煽 法轡
ロ

◆同 じグルー一プの友逮 と何をするか相談す るよ うに促す。(カ)状 況 によっては,教 師も ・緒 鴫

考えて,活 動す る。'

磁繕蓬鷹騨驚篠徽秀灘㍉落,ノ
.◇..
の ゆ

嘘灘磯1礁 雛 灘:警響 粛 らも

自分や友 遡のがんば りや工 夫をお.J・'r1、に伝 え合 う時間 を設定す ることで,気 付 きを広 げた り共

有 した りできる よ うにす る。

③1支 授 のポ イ ン ト】 を基 に、具体 的な 「教 師の支援 」 を設 定す る

評価 の視 点 に基 づ いた 「予想 され る児 童の 姿」それぞれ に応 じた 「教 師 の支 援」を、1支

授 のポ イン ト】を基 に して設 定 した。

本 時 の指導 で は、児童 の学習 状況 を 「予想 され る児童 の姿 」 に照 ら し合 わせ て判 断 し、

想 定 した教 師 の支援 を してい くこ とで、一人 一人 の実態 に応 じた指導 をす る こ とができ る

と考 えた。
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2指 導 事 例

(1)振 り返 りの活 動 を重 ね た こ とに よ り、

単 元 名:第1学 年 「あ さが お をそ だ て よ う」

生活 化 につ なが った事例

主な活動の流れ

・主な活動

圃

(単 元 の 評 価 規 準 〉(思 考 ・表 現)

・ あさがおの世話の仕方について考えるとともに、1蠕舌をし

たことや成畏したこと、その喜びについて表現できる.

◎ 「思考 ・表現」にお け る評価 の視点

〈想定した具体的な活動や体験〉

○きれいな花を咲かぜたい、たくさん咲いてほ

しいなど、思いや願いをもってあさがおを育

てる活動

○ どれくらい水をあげようか、どこに鉢を置こ

うか等、あさがおのことを考えながら育てる

活動

○あさがおを育てる活動を通 して、あさがおの

様子や友達のよさに気付き、表現する活動

○あさがおを育てた満足感をもち、今までのこ

とをまとめ、振 り返る活動

【振 り返り活動の工夫1

①カー ドの工夫

・文字が未習熟な児童には、絵のみか

かせる。

・カー ドの形式を二種類用意して避ば

せる。

・あさがおになりきって自分への乎紙

を書かせる。

②写真の活用

・教師測幾会をとらえ、児童とあさが

おの写真を撮 り、カー ドに貼ったり

して活用する。

たねをまこう ② あさがおの世話をしよう ⑥

・種を見て気付いたことや思ったこ

とをカー ドに書く。

・あ さが お の種 を ま く.

・芽 が 出 た あ さが お を観 察 し
、

そ の喜 び を表 現 す る.

・あ さがお を育 て る。

◎ 種 に対す る 自分 の思い を

もち、絵 や文 ・言葉な どで

表現 してい る.

◎あ さがお の成長や変化 を

植物を育てたことがなく、

こんな花が咲くといいな、

きれいな花になって欲 し

い等の思いや願いが もて

ない。

「名前を付けてもいい

んだよ。」「どんなお

花 を知 って い るか

な。」「何色の花が咲い

て欲 し臨 」等、児童が

思いをもちやすい よ

うな声かけをする.

舞il翻i灘 襲i麹i

ひまわ りの花 を知 って い

たので、「くりひまわ り、

2こ さいてね。」 とカー ド

に記入 した。

あさがおの芽の絵をか く

が、あとはなにをかいてよ

いのか分からず、ぼんやり

あさがおをながめている。

羅 … ・欄P・ … 一 騨 。

児童の姿

1華

iii類}

垂iii

講i…i
‡醐
■
‡
醐

[・

巨ト

}・;藍・[に・[

教師の支援
脇 蔓嚢

i難

il

児童の変容

iili斐…、麟 騨 、,………………,、轍 灘 欝………
繍 購1麟 …購 …1・離

「芽が出て、今どんな気

持ちか教えて。」と、表

現のきっかけを与える。

また、文字を書くことに

抵抗を感 じてい る児童

には、聞き取って教師が

書き取るようにする。

「あ さがお さん芽を出 し

て くれてあ りが とう。」 と

カー ドに記入 した り、 「あ

のね、とって もとって もう

れ しいの。」 と言葉で伝 え

た りす る.
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〈単元 の 目標〉

・植 物 を育て る楽 しさを味 わい 、愛情 を もって大切 にす るこ とが でき る。

・植 物 の成 長や 変化 に気 付 き、 生命 が あ る ことが分 か り、頑 張 って 世話 を した喜 び を感 じる.

がんばったね、あさがおさん ②

・種 と りをす る。

・あ さがお の 世 話 を しな が ら
、あ さが お の成 長 の様 子 と 自分 ・友 逮 の頑 ・今 ま で の 活 動 を振 り返 る.

張 りや よ さにっ い て 気 付 い た こ とを カー ドに 記 入 す る。

喜び、 自分 な りに表現 した り世話の仕方 を考えた りする。 ◎ あさがお を育て⊥ げた満足感を

味わい、 自信 をもつ、

あさがおが大き

く成長した喜び

を教師に進んで

伝えている。

土が ト分にぬれて

いても、水をあげ

ている。

自分だけ花が咲かないので、

不安に感 じ、つぼみができた

ことを見つけられない。

成長 したことを

共に喜んだり、

III話の仕方を問

いか けた りす

る。

友達の世話の

仕方の よさを

広める。

「水(の 量)も

考えなが らあ

げたよ。」 と白

分 の よさに気

付き、カー ドに

記入 した。

雨上がりの朝、土の様

子を見て水やりを控え

たり、乾いていたら一

「1二回 に増や したり

等、考えて世話をする

よう1こなつた二。

以前のカー ドを手元に返 し、

少 しでも変化 した ところは

ないか一緒によく見たり、つ

ぼみの変化 に気付いている

児童 と一緒 に括動 した りす

るように促 し、励ます。

友達から緑のふくらんだも

のがつぼみであることを教

えてもらい、「つぼみのよう

なものがあった。明日はさく

かな?」 とあさがおの成長を

楽しみにした.

あさがおの成長は、白分が頑張

って肚話をしてきた結果である

ことに気付いていな賎

今までに書いたカー ドや写真を

見直し、白分が世話をしてきた

ことを思い出させる。

「お水を毎 日くれてありが とう」

と、カー ドに記入 し、自分の世話

の仕方に自信をもった。

隅
生

活

化

に

つ
な

が

っ
た

例

】

議
蓼
2

謝

ワ

、躍
彪
〆
雛
飯
讐
彦

、そ
だ
マ
ら

箆

る

と

あ
毛
ラ
よ
。

戴
ア

【考察】

あさがおの成長 と自分の世話の様 子をたくさん記録に残 し、常に振 り返ることができる環境 をつ くった。それ

によって、白分が頑張ってきたことを円認識 し、自分のかかわ りが価値 あるものであったことに気付き、自信を

もつことができた。そこから、今度は違 う植物を育ててみたいとい う意欲につなが り、チューリップを育てるとき

も、「まかせて杁 あさがおをそだてたからきっとじょうずにそだてるよ。」と、植物を育てる楽 しさを感 じた。
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(2)主 に 「活 動 や 体 験 に つ い て の 思 考 ・表 現 」

単 元 名:第1学 年 「あ そ ぼ うあ そ ぼ う ・あ き」

を見取 り、支援 した事 例

〈本時の展開〉 本時のめあてを確かめる。

もっともっと遊ぼう1も っともっと楽 しく!

もっともっと教えてあげよう藤ili緬 鍵i羨三蔭i繋繊】

ζ 纂}

〈想定した具体的な活動や体験〉

自然物を利用して作って遊んだり、

飾る物を作ったりする活動

く本時の評価の視点〉

[醐 や体験について囎 考 ・姻

遊びを工夫 した りもっと楽 しくし

ようと考えたりできる。

〈始業前の留意点〉

○学習カー ドによる思いや願いの

A児;と ん ぐりごま

はっぱのおめん

B児:記 入な し

C児;こ まとかいろいろなおも

ちゃがつくりたいな。

O環 境構成の工夫

・遊ぶ揚と、その周囲に作る揚を構

成することで、作った物です ぐ遊

び、友達 とかかわり、さらに工夫

ができる学習環境にした。

・本時は作る活動の1時1間 国で、作

りたい物のイメージがはっきり

しない児童や作 りながら自分の

思いをはぐくむ児童が少なくな

いと予想された。そこで、作りた

い物でグループ構成はせず、道具

ごとに机を用意し、使いたい道具

の場所で活動できるようにした。

<活動の様子と支援の実1蜘

i児童轍 鞘 の・綱 の様子1⊂i亟iコ
ー1

A児 は、活動が始まるとすぐに自分の袋からどんぐりを選び、きりで穴

をあけ、爪楊枝を長いまま刺 した。すぐに回してみるがすぐ倒れていた。

「先生、おれさまのどんぐりごま!」 と指導者に見せに来て、そばにい

た児童に 「あ、かわいい!」 と声をかけられる灘轍 魂難慧叢繋績驚i

と満足 した様子で座 り、 「じ・や、今度何 しよ う?」 とつぶやいた。隣で作

ってい る児童のこまを見て、「もう1個 作 ろ う.」 とつぶや き、す ぐに作

り上げて 「1号 と2号 完成!」 とつぶや く。

A児 は、作 り方は分かってお り、作れたことには満足 したが、遊ぶ楽 し

さはまだ味わっていない。

「

B児 は、活動への意欲が見られず、

他の児童の様子を見て、きりでどん

ぐりに穴をあけ、そのまま回してい

た。思いを確かめようと 「あけた後

ど うす るのかな。」 と声かけ した。

指導者 とB児 のや り取 りを聞い

ていたA児 は、B児 に 「こうす

るの.」 と自分のこまを見せた。

爪楊枝を取りに行って刺 し、こ

まにして回すことができた。

B児 は、何を作りたいかイメージをもてないでいたが、友達とかかわり

ながら活動への意欲を高めていた。

C児 は、どんぐりに穴をあけ、爪楊枝を刺し、それを短く切ってこまを

完成させ回して遊んでいるのを見守った。

〈児童の育ち ・評価〉

自分なりの考えをつくり出したA児

A児 は、観察して考えることは少なか

ったが、他の児童への指導者の声かけ

や友達とのかかわりが効果的な支援

になり、自分なりの考えをつくった。

【A児 のあきのおもいでカー ド】

どん ぐりもいっぱいおちてて、い

ろんな大き さがあって、大 きいの

をひろいま した。大 きい どん ぐり

ごまがよくまわるからです

一58一



汗動 の様 子 を 活 動 を振 り返 り、 次+

聾

…講 灘魏纏翻 騨 細1㌫ト鑛∴獅
「

A児 と同 じ机で作っていた児童が 「できたけど回

んない。」 とつぶやいていたので 「もっともっと回

、

B児 が 「先生、小 さいのができた。」

と指導者に回 して見せた。「小 さいの

振 り返 りの場

面 で指 導者 が

クヌ ギの どん

ぐ りを使 って

作 った物 を紹

介 した。A児

は、 「あれ さ、

どん ぐ りごま

に した ら強 い

よ。」 とっぶや

いた。

一 卿 一 閣 一 隔 卿 闇 一 一 曽 一 一

「

るようになるといいね11と 励ました。、【繍 は大きいのに負 けちゃ うね。」と声か

鉱ン醗嚢キ}A児 は、「じゃあ、もっと練習すれ

ば回るかもしれない」 とつぶやいた。C児 は 「こ

うすればいいよ。」と爪楊枝を窺 く切ったこまをみ

夙τ回

横で聞いていたA児 は、「きっ と小 さ

いのは軽いか らばたんと倒れ ちゃ う

んだよ。」 「とんがった ところがね

一。」と自分な りの考えを一生懸命説

明していた。

遊んでいるA児 のところへ来た児竜

ム幽 難鋤 螺蕉撫縫ilii戦ll奪その場にい

た児童は、それぞれにはさみで爪楊枝を短く切っ

た。A児 は、試してみて 「回った!」 と声をあげ、

他の児五とともに回して遊び飴めたが、すぐ戻っ

てきて3個 目を作り始めた。できあがると友逮と

一緒に
、椅子の上で何度も回 して遊んでいた。

が 「Bくんの強いよ。大きいんだよ.1

「バ トル して ごらんよ。」と誘って連

.れコゴ2た馳匙繊 藍矧L力 正.r、
A児 は、こまの作 り方を工夫するという考え方は

できずにいた。C児 とのかかわりから、こまを作

り直すことに気付き、回 して遊ぶ楽しさを味わい

＼始めた。 ノ

r、

B児 は、友違とのかかわりをきっかけに、意欲的に活

動するようになった。A児 は、友違 とのかかわりから

自分の考えを確かなものにしていった。
＼ ノ

C児 は、爪楊枝の両端にどんぐりをつけた物(ど んぐりたましい)を 作 り指導者に見せに来た。 「どうやって遊

ぶの?」 と聞くと、転がしてみせたので 「おもしろい紅 」と看昭直付けた。轍薫礁の耕イン嘘 燃 】。i次に3個 のど

んぐりをっなげて見せに来た。転がしてみると2個 のときより転がらなかった。不満げな表情で再び作り始めた。

、

r、
C児 は、こまの作り方を基に、工夫を始めた。どんぐりが2個 よりも3個 の方がよく転がるだろうと予想 し、

それに反 した結果にまた進 う工夫を考える様子が見取れた。活動の目的がはっきりし、できたことを認められ

た自信が、次の工夫につながったといえるだろう。k
ノ

1活動の楽しさから工夫を始めたB児 匿えを広げて活動に結び付けたC児l

B児 は、関心 ・意欲の向 」二とともC児 は、遊ぶ楽 しさに加 え、工夫

に、自分のこまへの愛着を深 め、 して作る楽 しさを味わっていた。

遊び方を工夫するよ うになった。 その後 も、い ろいろなお もちゃを

工夫して作 っていた。

【C児 のあきのお もいでカー ド】

わたしは 、こうえんでどんぐりをひろっ

て、おもしろい どんぐりおもちゃをつくり

ました。なまえは、けんだまとどんぐりず

もうとどんぐりたましいです。 グ
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N研 究 の 成 果 と課 題

1研 究 の成 果

(1)「 自立 へ の基礎 とな る資質 ・能 力」 を明 らか に した ことに よ り、

◎ 「自立へ の基 礎 となる資質 ・能力 」 をは ぐくむ 具体 的な 【活動 や体 験 の専 件16点 を

明 らか にす るこ とがで きた。(52ペ ー ジ参照)

(2)「 自立へ の基礎 とな る資質 ・能 力 」 をは ぐ くむ 具体 的 な1活 動 や体験 の専 件1を 考 え、

それ らの要件 を満 たす活動 を単元 計画 の中 に位 置付 けた指導 計画 を作成 し、実践 ・検証 し

た こ とに よ り、

@【 活 動や 休験 の専件 】を指導 計画作 成時 に明確 に位 置付 け る ことで 、 …人一人 の児 童

に具体 的 な活動や 体験 を通 して 「自立へ の基礎 とな る資質 ・能力 」が は ぐ くまれ る こ

とが 明 らか にな った。

◎振 り返 りの活動 で 自分 や友達 の気 付 き を確認 す る こ とは、後 の学習 へ の動機 付 けや興

味 ・関 心 ・意欲 の強化 に結 びっ き、児 童の 学び を確実 に発展 させ てい くた めに必要 で

ある こ とが 明 らか になった。

(3)「 活 動や 体験 につ いての思考 ・表 現」 に重 点 を置 いて 、児 童 の姿 を見取 り分析 した こと

に よ り、

◎児 童一 人 一人 の実態 に応 じた支援 を行 うた めの1支 授のポ イ ン ト】9点 が 明 らか にな

った。(52ペ ー ジ参 照)

◎1支 揺 のポ イン ト】を指 導 計画 の 中に位 置付 けて実践 した結果 、思考 ・表現 だけ では

な く、他 の観 点 の力 も伸 ばす こ とにな った。1支 授 のポ イン ト】が 資質 ・能 力全 体 に

か かわ って いる こ とが明 らかに な り、大 切 であ る ことが 分か った。

(4)生 活科 にお け る 「学習指 導要領 の基準性 」、 「補 充的 な学習 」、 「発展 的な 学習」 にっ いて

の考 え方 を明確 に して、指 導 に生 か した こ とに よ り、

◎学びや 気 付 きを発 展 させ 生活 化 させ てい くため に、単元 を通 して、振 り返 りの活動 を

取 り入 れ るこ とが大 切で ある とい うことが 明 らか にな った。

◎ 指導 計画 に 「満 足で き る児 童 の姿 」 「努力 を要 す る児 童 の姿 」へ の支援 を位 置付 け る

こ とが 一・人一・人 の実態 に応 じた指 導 に有 効で あ る とい うこ とが分 かった。

2課 題

(D3観 点 の うち、「活 動や体験 につい ての思考 ・衰 現」 に重点 を置 いて検証 授 業を行 った。

他 の2観 点 か ら見た児童 への支援 が適 切 で あるか とい うこ とを検 証す る必要 が ある。

(2)生 活科 にお ける 「発展」 につ い ての考 え方 を さらに研 究 してい く必要 が ある。
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